
問人権施策課
　 （２５）８５２４

４月
高野　秀行 / 著

『辺境メシ　ヤバそうだから食べてみた』
   （文藝春秋）

今月のおすすめ

所変われば食変わる。長年辺境を旅し
てきた著者が出合った、珍しい料理や
食材の数々。「地元の人が食べていた
ら大丈夫」を基準に、未知の食べもの
に挑む姿だけでなく、現地の人々との
エピソードも楽しめる１冊です。

催し物の詳しい内
容は各図書館のチ
ラシやホームペー
ジ を ご 覧 く だ さ
い。

開館時間 電話番号 ４月の休館日 ４月のおはなし会
今津図書館 10 時～ 19 時（土は 21 時） （２２）３８２７ 水・木曜日 14 日日、23 日火
安曇川図書館 10 時～ 19 時（金は 21 時） （３２）４７１１ 月・火曜日 7 日日、21 日日
マキノ図書館

10 時～ 18 時

（２７）０３５０
月 (29 日除く）・

火曜日

20 日土
朽木図書サロン （３８）２３２４ 13 日土
新旭図書室 （２５）２８１１ 11 日木
高島図書室 （３６）２１６０ 20 日土

催し物のお知らせ

○エントランス展示
　「水彩画展」
　出展：相原　仁巳氏
　期間：１日月～ 30 日火開館時間中

今津図書館

　この他にも新しく入った本がありますので、新着・新刊
案内は、各図書館での掲示、チラシやホームページをご覧
いただくか各図書館までお気軽にお問い合わせください。

○かけはし
　「金曜午後の朗読会」
　日時：12 日金 14 時～15 時
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女性のための相談室

　日時  ４月３日水、13日土、17日水
　　　   13時30分～16時30分（要予約）
　場所　働く女性の家

○配偶者暴力相談支援センター　
　中央子ども家庭相談センター
　 ０７７（５６４）７８６７
○滋賀県立男女共同参画センター
　 ０７４８（３７）８７３９
○大津地方法務局人権擁護課
　（女性の人権ホットライン）
　 ０５７０（０７０）８１０
○性暴力被害者総合ケアワンストップびわ湖
　通称：ＳＡＴＯＣＯ
　 ０９０（２５９９）３１０５
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　２月 22 日（金）からの４
日間、15 人の大学生が「人
と人、人と自然～エコツーリ
ズムを通して“つながり”を
学ぶ～」として体験学習を行いました。
　マキノでは、スノーシュー体験やマキノ東小学
校の生徒たちと海津資源調査を実施しました。

　椋川では、豆腐づくりやわ
ら細工を通じて、地域の方々
と触れ合い、囲炉裏のまわり
で、意見交換を行いました。

　２月６日（水）からの３日間、17 人の大学生が、
地域おこし協力隊の中澤隊員がお世話になってい
る今津町角川区を拠点にフィールドワークを行い
ました。
　大学生は、数年前のワークキャンプがきっか
けでマキノ町上開田へ移住
し、農家民泊を開業されてい
る河野 至宏さんを訪問して、
田舎暮らしや地域に残る魅
力を伺いました。　

　また、角川区では、地域の
方に教わりながら竹細工を体
験したほか、受け入れのお礼
として地域の方を招いて、交
流会を行いました。

■立命館大学高島ワークキャンプ

高島から学ぶ大学生高島から学ぶ大学生高島から学ぶ大学生

問市民協働課・定住推進室　 （２５）８５２６

　高島市には、大学はありませんが、大学生の学びをお手伝いできる環境はたくさんあります。
毎年県内や都市部の大学生たちが、地域研究のために高島市を訪問して学んでいる一例をご紹
介します。

　最終日は、朽木
下市場で開催され
ている「サロンく
っつき」を訪問し、
地域の方と一緒に
昼食づくりなどを
通して交流を行い
ました。

龍谷大学 農学部 １回生　橋本　奈津子さん
高島には、私が住む地域にはない
魅力がたくさんつまっていて、とても 
刺激的でした。特に琵琶湖で捕れ
た魚を調理して食べるという経験、
そして魚の美味しさに感動しました。 
違う季節にも行きたいです！

■龍谷大学春季国内体験学習プログラム

三和漁協では、県
漁連青年会のご協
力でえり漁を見学
の後、湖魚の調理
を行いました。

立命館大学 法学部 １回生　山本　将也さん
大阪育ちの私は、今回高島で人の 
温かさを感じ、交流を通してさまざまな
ことを学べました。雪かきという点では 
お役に立てませんでしたが、今後もこ
のつながりを大切に、継続して関わり
たいです。

高島でのフィールドワークや体験をきっかけに学んだり感じたりしたことを生かして、
将来さまざまなフィールドで活躍できる人材として成長されることを期待しています。
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